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【動機】

模型ホバークラフトを作成したところ、途中で減速や加速をすることがあり、この不可解な運動
がなぜ起こるのか疑問を持ったのが研究のきっかけである。先行研究を調べると模型ホバークラ
フトのこのような動きに関する研究はないため、この不可解な運動の解明を本研究の目的とした
。

【方法】

ます模型ホバークラフトの速度、スカート内部の圧力、スカートの高さの時間変化を測定し、そ
れぞれの物理量の相関関係を調べた。次にスカートの高さを変化させながら、模型ホバークラフ
ト周辺の空気の流れの様子をレーザーシート法で観察した。

【結果】

運動の前半はゆるやかな圧力の現象に応じて減速した。しかしホバーの加速が起きた際には、ス
カート内部の圧力が急激に低下することが確認できた。さらにスカートの高さがある一定の値よ
り低くなると、ホバークラフト後方で渦が発生し、その発生に応じてスカート内部の圧力が低下
することが分かった。

【まとめ】

スカートの高さが低くなることにより渦が発生し、それに伴いスカート内の空気が外へ噴射され
ることによって、一時的にスカートと地面の間の空気の空気の流れが速くなる。この現象により
ホバーが受ける摩擦力も一時的に小さくなることが、途中で加速するという不可解な運動の原因
であると考察した。

【展望】

実際のホバークラフトは出力が大きいため、摩擦力の多少の変化があっても推進力は確保される
。しかし、燃費や正確な運動の制御まで考えると実際のホバークラフトにおいても、今回の後方



の渦による摩擦力の変化は、影響が出てくる可能性があると考える。
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